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ここで，P (T ) は透過率 T の確率密度関数である．文献 [4] に
て，受信機の受光面の半径 a，ビームスポットの半径W，受光
面の中心とビームスポットの中心間の距離の平均 d，分散 2 を
用いて，P (T ) が示されている．また，(out)S
I は送信量子状態
(S




































ビームワンダリングにおけるパラメータを W = 2; d = 0
とし，図 1 に a = 1(実線) と a = 0:5(破線) のとき，2 =
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